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Summary

To obtain breeding materials for crop production, genetic resources of Miscanthus sacchariflorus were collected 
along the main rivers around the Tokai, Kinki, and Koshin regions in November 2020. A total of 19 clones were collected 
from the Aichi, Gifu, Nagano, Yamanashi, and Shiga prefectures, where naturally occurring M. sacchariflorus populations 
were found on riversides and riverbeds.
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目的

　2020 年 10 月 26 日，菅義偉総理大臣は臨時国会

の所信表明演説において，我が国は 2050 年までに

温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする，す

なわち 2050 年カーボンニュートラル，脱炭素社会

の実現を目指すことを宣言した．アメリカは，政

権交代に伴いパリ協定に復帰し，2021 年４月 22

日に気候サミットを主催して，2030 年までに二酸

化炭素（CO2）排出量を 2005 年比で 50 ～ 52 ％削

減すると宣言した．このように脱炭素化は世界的

な流れとなり，産業活動において脱炭素は不可欠

になるとともに，脱炭素に関する技術開発競争が

激化している．再生可能エネルギーの一つである

バイオマスは，実質的に二酸化炭素を排出しない

「カーボンニュートラル」の素材として，脱炭素社

会の実現のために今後利用が増加すると見込まれ

る．北海道においては，出力 50MW を上回る大規

模なバイオマス発電所が紋別市や室蘭市で稼働し，

石狩市や苫小牧市などでも大規模なバイオマス発

電所の建設が計画されている．また，二酸化炭素

排出の元凶とされる石炭火力発電所を改修し，バ

イオマス発電所に切り替える動きもある．バイオ

マス発電の原料は，現在は PKS（パームヤシの実

の殻）やパーム油，木材チップなど輸入原料が主

体となっており，東南アジアで生産されたソルガ

ムを原料とすることも計画されている．このよう

に，国内において現時点で利用されているバイオ

マスは，海外で生産されたものが多いことから，

輸送コストの大きさが課題となっている．

　農林水産省は，2021 年５月 12 日に「みどりの食

料戦略システム」を決定し，その中で資材・エネ

ルギー調達における脱輸入・脱炭素化・環境負荷

軽減の推進として，バイオマス発電等による地産

地消エネルギーマネジメントシステムの構築を提

唱している（農林水産省 2021）．この中では木質

系バイオマスの利用を中心としたシステムが想定

されているが，原料を幅広く確保するため木質系

バイオマスに加えてに毎年収穫が可能な草本系バ

イオマスも同時に利用する必要がある．バイオマ

ス利用が先行しているイギリスでは，2019 年の統

計によるとバイオマス作物の作付面積が約 96,000 

ha あり，そのうち草本系バイオマス「Miscanthus」

は約 8,200 ha と推計されており，発電所や熱電併

給システム，ボイラー燃料などに利用されている

（Department for Environment Food and Rural Affairs 

2020）．

　このように，イギリスを含めたヨーロッパでは

草本系バイオマスの利用が普及しており，そのほ

とんどは「Miscanthus」のジャイアントミスカンサ

ス（Miscanthus x ginanteus）が現在各地で利用され

ている．ジャイアントミスカンサスは，オギ（M. 

sacchariflorus (Maxim.) Franch.，四倍体）とススキ（M. 

sinensis Andersson，二倍体）との種間雑種（三倍体）

で，ヨーロッパやアメリカの各地で栽培試験が行

われ，バイオマス生産性が高いことが報告されて

おり（Lewandowski et al. 2000），わが国では九州以

北に適している（山田 2013）．ジャイアントミスカ

ンサスなどススキ属三倍体雑種（以下，三倍体雑

種）は，花粉稔性が低く種子を形成しないことか

ら，種子の飛散による雑草化の可能性が低い上に，

各地に自生する在来ススキ属集団との交雑の恐れ

がなく生態系への影響が少ないという利点がある．

増殖は株分けによる栄養繁殖になることから，増

殖率が低く苗の増殖にコストがかかるという欠点

があるが，ススキ属の原産地であるわが国の生態

系への影響を考慮すると，三倍体雑種を利用する

ことが当面は望ましいと考えられる．

　現在世界各地で利用されているジャイアントミ

摘要
　2020 年 11 月に東海，近畿，甲信地方の主要河川において，バイオマス利用を目的とする植物の育種素材

としてオギ（Miscanthus sacchariflorus）遺伝資源の探索収集を行った．愛知，岐阜，長野，山梨，滋賀の各県

において，合計 19 点を収集し，いずれも河川敷や川沿いにおいて自生集団が認められた．
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スカンサス系統の通称「Illinois」は，1935 年にわ

が国から持ち出され英国キュー植物園で保存され

ている登録番号 ‘1993 ‐ 1780’ を株分けして増殖し

たものとされている．「Illinois」は，北欧（Clifton-

Brown and  Lewandowski 2000）やカナダ（Peixoto et 

al. 2015）において，耐寒性がススキやオギより劣

ることが報告されており，農研機構北海道農業研

究センター（以下、北農研）における試験でも北

海道原産のオギおよびススキより耐凍性が劣った

（眞田ら 2017a）．「Illinois」は，夏季の温度条件が

良好な道央から道南および十勝地域では栽培可能

であるが，夏季が冷涼な道東や道北では生育が不

十分で越冬性が劣ることが明らかになっている（奥

村ら 2016，眞田ら 未発表）．したがって，道北や

道東でも栽培可能な低温伸長性と越冬性に優れる

新規三倍体雑種系統を育成する必要するためには，

寒地に適応した北海道原産のオギおよびススキ

を育種素材として活用することが有効である．し

かし，北海道のススキ属は本州以南のススキに比

べてバイオマス生産性が低いことが知られており

（Anzoua et al. 2015），生産性の高い三倍体雑種を育

成するためには，越冬性に優れる北海道原産のオ

ギまたはススキと生産性の高い本州以南のススキ

属との交雑が有効と考えられる．北農研では，ジー

ンバンク事業により北海道と本州日本海側および

近畿，中国，四国地方においてオギ遺伝資源の探

索 収 集 を 実 施 し（ 眞 田 ら 2012, 2013, 2014, 2015, 

2016a, 2017b, 2018, 2019, 2020），栄養体として保存

するとともに，ススキ属三倍体雑種育成の育種素

材として活用を進めている．バイオマス向けとし

て有望な三倍体雑種系統を作出し（眞田ら 2016b），

2018 年から 2020 年にかけて道東において現地試験

を実施した．

　アメリカでは，三倍体雑種品種「Nagara」(USPTO 

Plant Patent 22033P2） が 品 種 登 録 さ れ て い る．

「Nagara」は，ドイツにおいて岐阜県長良川原産の

オギを種子親および来歴不明のススキ 15 系統を花

粉親として育成され，冬季の最低気温が -25.3 ℃で

あったアメリカ・イリノイ州 Urbana において，既

存のジャイアントミスカンサス (「Illinois」に相当 )

より優れた越冬性と収量性を示した（Dong et al. 

2019a）．このことから，東海地方には収量性に優

れる有望なオギ遺伝資源が存在する可能性がある

ため，本研究では岐阜県美濃地方とその周辺地域

においてバイオマス向けの育種素材としてオギ遺

伝資源の探索収集を実施した．

　

調査方法

　2011 年から 2019 年にかけて，九州と関東地方

を除く全国各地でオギ遺伝資源の探索収集を実施

した．これらの探索収集で未調査であった滋賀

県，愛知県，岐阜県美濃地方，長野県伊那地方お

よび山梨県において，オギ遺伝資源の探索収集を

2020 年 11 月 9 ～ 13 日に実施した．滋賀県から探

索を開始し，各県の主要な河川において探索収集

した．環境省植生図（環境省 2021）によりオギの

自生地を確認するとともに，Google Map のスト

リートビュー機能によって各地の河川の植生を把

握し，オギが自生するとみられる地点を特定して

から探索を行った．事前の調査において，山間地

にはオギの生育に適した湿潤な河川敷が少ないこ

とから，平野部を中心に探索した．収集予定地周

辺では，主に穂と草型を目安に目視により探索し

た．Miscanthus 属植物の自生集団を発見した際に

は，地下茎と腋芽を有し，穂に芒が無いことによ

り，オギであることを確認した．収集地点では，

緯度・経度および標高，草丈など形態的特性，群

落の面積，植生など周辺の生育環境などを記録し

た．緯度・経度および標高は，GPS 受信機（Garmin

社 GPSMAP62SJ）により計測した．標高は，国土

地理院地図（http://maps.gsi.go.jp）により探索終了

後に補正した．収集は，各自生地において数本の

地下茎を含む栄養体を堀上げることにより行った．

出穂していたものについては，一地点当たり 3 本

以上の穂を採取した．遺伝資源の系統名は，収集

地点の河川名を付した．

調査結果

　滋賀県，愛知県，岐阜県美濃地方，長野県伊那

地方および山梨県において収集したオギ遺伝資源

の調査結果を表に示し，それらの収集地点を図 1

に示した．

　1 日目（2020 年 11 月 9 日）は，中部空港に到着

後に滋賀県に移動し，東部を中心に探索を実施し
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た．長浜市付近の姉川では，環境省植生図により

事前にオギの自生地を確認することができたこと

から，その付近を中心に探索した．米原市の姉川

河畔においてオギを１点収集した（収集番号 A1，

写真 1）．この群落は小規模であったが，ここから

下流域において大規模なオギの群落がみられた．

琵琶湖の北部へ移動し，水田地帯の長浜市西浅井

町の大川の河道内で収集した（収集番号 A2，写真 

2）．この地点は河道内であったことから，湿潤で

あった．東へ 10 km 移動し，長浜市木ノ本町の高

時川河畔で収集した（収集番号 A3，写真 3）．周辺

は水田で，河畔には耕作地があり，オギの一部が

刈払われていた．南東へ移動し，長浜市山間地（標

高 234 m）の草野川の河道内で収集した（収集番号

A4，写真 4）．この地点は，クズ（Pueraria montana 

var. lobata）やヨシ（Phragmites australis），つる性植

物が密生した中にオギが混生し，地下茎の掘り取

りに時間を要した．

　2 日目（2020 年 11 月 10 日）は，岐阜県美濃地

方を探索した．揖斐川の河川敷では，各地で大規

模なオギの群落がみられた．大野町の河川敷にお

いて，草丈約 180 cm のオギを収集した（収集番号

A5，写真 5）．この付近は，河川敷内に小規模な耕

作地が点在し，オギは河畔林に隣接した場所にク

ズと混生していた．さらに，本巣市の揖斐川支流

根尾川の河川敷において大規模なオギ群落を見出

し，草丈約 300 cm の大型のオギを収集した（収集

番号 A6，写真 6）．岐阜市北部へ移動し，関市の長

良川支流武儀川河川敷において，オギが優占する

大規模な群落を見出し，収集した（収集番号 A7，

写真 7）．美濃市の長良川の広大な河川敷では，河

畔林が各所で見られ，その周辺に小規模なオギ群

落が点在していた（収集番号 A8，写真 8）．この地

点は，セイタカアワダチソウ（Solidago canadensis 

var. scabra L.）とクズが優占し，オギの草丈は 200 

cm 程度で低かった．南へ移動し，木曽川左岸の幅

1 km 近い大規模な河川敷において，草丈約 400 cm

の大型のオギを収集した（収集番号 A9，写真 9）．

この地点は，耕作地や公園，河畔林が点在し，そ

の周辺にオギがクズなどと混生していた．次に，

Fig. 1. Collection sites and collection number of Miscanthus sacchariflorus in Aichi, Gifu, Nagano, 

Yamanashi and Shiga prefectures （●）．

図 1．愛知県，岐阜県，長野県，山梨県および滋賀県おけるオギの収集地点と収集番号（●）．

doi:

Fig. 1. Collection sites and collection number of Miscanthus sacchariflorus around the Tokai region●.
図 1．東海地方周辺おけるオギの収集地点と収集番号（●）
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山間地を探索するために美濃地方東部へ移動し，

中津川市市街地付近の中津川を探索したが，スス

キが多くオギは見出せなかった．中津川市付知町

の付知川河川敷において，ススキと混生するオギ

を見出し収集した（収集番号 A10，写真 10）．この

付近は，道の駅や広場などの施設があることから

刈払い管理がされており，刈残された部分から収

集した．この地点は，標高 423 m の山間地で，市

街地付近のみが平地であり，周辺は川幅の狭い渓

流であった．

　3 日目（2020 年 11 月 11 日）は，長野県飯田市

から探索を開始した．長野県の天竜川上流部にお

いては，植生図でオギが記録されていることか

ら，その周辺を探索した．飯田市の天竜川河川敷

は，河畔林が発達しており，その周囲や内部にオ

ギが点在していた（収集番号 A11，写真 11）．ここ

から約 30 km 上流の駒ヶ根市の天竜川河川敷では，

オギが優占する大規模な群落が各所で見られたが，

草丈は 180 cm 程度で低かった（収集番号 A12，写

真 12）．さらに約 20 km 上流の伊那市高遠町の三峰

川河畔において，テトラポットの間に生育するオ

ギを収集した（収集番号 A13，写真 13）．テトラポッ

トに囲まれた上にクズが優占していたことから，

収集に時間を要した．この地点の標高は，今回の

探索収集において最も高い 711 m であった．続い

て山梨県へ移動し，韮崎市の釜無川河川敷におい

てオギとヨシが混生する大規模な群落を見出し収

集した（収集番号 A14，写真 14）．山梨県内の河

川では，植生図に各地でオギ群落が記録されてお

り，釜無川においてもオギ群落が記録されている．

笛吹市の笛吹川河川敷においても，オギが優占す

る大規模な群落を見出し収集した（収集番号 A15，

写真 15）．

　4 日目（2020 年 11 月 12 日）は，愛知県東部か

ら探索を開始した．豊川市の豊川河川敷の大規模

なオギ群落において収集した（収集番号 A16，写

真 16）．この群落は，河畔林に隣接しオギが優占し

ていた．豊田市の矢作川中流において，河畔に自

生するオギ見出し収集した（収集番号 A17，写真 

17）．この地点は，グラウンドに隣接していること

から，刈払いにより管理されており，さらに洪水

の影響で倒伏がみられた．西部へ移動し，春日井

市の内津川河畔で護岸内に生育するオギを収集し

た（収集番号 A18，写真 18）．名古屋市周辺の河川

は，河川整備が進み護岸が施されているが，一部

ではオギの自生がみられた．次に岐阜県に移動し

土岐市市街地の土岐川河川敷において，草丈約 200 

cm の小型のオギを収集した（収集番号 A19，写真 

19）．この付近には，小規模なオギの群落が点在し

ていた．

　今回の探索では，愛知県で 4 点，岐阜県で 6 点，

滋賀県で 4 点，長野県で 3 点，山梨県で 2 点の計

16 点のオギ遺伝資源を収集した．各県の平野部に

おいて，主要河川の河川敷に，草丈 3 m を超える

程度の大型のオギが自生していた．また，岐阜県

中津川市や滋賀県長浜市では，山間地でもオギの

自生がみられた．収集した遺伝資源は，北農研に

おいて栄養体として保存する．

考察

　岐阜県美濃地方から愛知県北西部にかけて広が

る濃尾平野では，木曽川，長良川および揖斐川の

木曽三川とその支流の河川敷において，各地でオ

ギの自生がみられた．これらの河川では，オギの

生育に適した肥沃な沖積土が分布し，木曽川では

草丈 4 m 程度の大型のオギがみられた．木曽川支

流では，高山市久々野町の飛騨川（標高 735 m，眞

田ら 2016a）と中津川市付知町の付知川（標高 432 

m，収集番号 A10）など山間地においてもオギの自

生がみられた．これらの地点は，山間地ではある

がいずれも盆地状の地形で，河川沿いにオギの生

育に適した平坦な場所があった．下流から山間地

の上流部までオギの自生が確認された河川は，石

狩川や天塩川（北海道，眞田ら 2012），神通川（富

山県および岐阜県，眞田ら 2016a），江の川（島根

県および広島県，眞田ら 2018）など各地にみられた．

オギの生育適地は，河川下流の平野部とされてい

るが，山間地においても平坦な地形があれば自生

する場合があることが，これまでの探索結果から

明らかとなった．下流に分布するオギが上流に生

育域を広げた可能性があるが，オギは栄養繁殖と

種子繁殖が可能であり，これらの生存戦略につい

ては研究が進んでいないことから，今後は遺伝学

的な調査によりその解明が期待される．



- 6 -

　北農研札幌研究拠点において，これまでに収集

したオギ遺伝資源 234 点について出穂始日を調査

したところ，出穂始日は収集地点の緯度との相関

がみられ，北海道など北で収集した系統の出穂が

早く，南の系統ほど出穂が遅いことが明らかとなっ

た（眞田ら 投稿中）．各地で利用されているジャイ

アントミスカンサス系統「Illinois」は，原産地が明

らかになっていないが，札幌での出穂始日は 9 月

20 日頃で，岐阜県や長野県など本州中部の系統の

出穂始日と近かった．ジャイアントミスカンサス

「Illinois」の原産地は，出穂始日からみると中部地

方付近と推察される．岐阜県長良川原産のオギか

ら育成された「Nagara」は，アメリカで優れたバ

イオマス生産性を示しており（Dong et al. 2019b），

「Illinois」の原産地が中部地方と仮定すると，この

地域にはバイオマス作物の育種素材として有望な

系統が存在することが推察され，今回の収集系統

にも草丈が高く，茎も太いバイオマス生産性の高

いものが含まれている．また，岐阜県木曽川では，

オギとススキ混生地で採取したススキの実生から

三倍体雑種が見出されている（平吉ら 1957）．中部

地方では，オギとススキの出穂が同調し自然交雑

が起こる可能性があり，「Illinois」のような自然雑

種が存在する可能性があることから，オギとスス

キの混生地での種子の収集や三倍体の探索も検討

する必要がある．

　北海道の越年生および多年生作物の栽培におい

ては，越冬性が安定生産のために重要な形質であ

り，バイオマス作物も同様に優れた越冬性が求め

られる．ジャイアントミスカンサス「Illinois」は，

道央や道北，道南など多雪地帯においては越冬性

に問題がないことが確認されているが，道東の土

壌凍結地帯では越冬できずに枯死する場合がある

（奥村ら 2016，眞田ら 未発表）．「Illinois」におけ

る越冬後生存率は，イギリス（日最低気温の極値：

-4.3 oC，試験期間中）とドイツ（同：-12.1 oC）で

は 100 % であったのに対して，スウェーデン（同：

-14.6 oC）とデンマーク（同：-9.8 oC）では 0 % で

あったことが報告されている（Clifton-Brown and  

Lewandowski 2000）．カナダにおいては，トロント

近郊の Elora（１月の日最低気温の平均：-15.3 oC，

平年値）では「Illinois」と「Nagara」ともに越冬

後生存率は 99 % 以上であったが，オタワ近郊の

Kemptville（同：-18.1 oC）では「Illinois」は 2.8 %，

「Nagara」 は 40 % で あ っ た（Peixoto et al. 2015）．

以上のように，「Illinois」は冬季の気象条件の厳し

い地域での越冬性は不十分であり，「Nagara」は北

海道での調査が行われていないため越冬性は不明

であるが，土壌凍結地帯での越冬性は不十分な可

能性がある．「Nagara」は，海外における試験結果

から土壌凍結が発生しない道央や道南での越冬性

は問題がないと推察されることから，今回中部地

方で収集した遺伝資源は道央向けの育種素材とし

ての活用が見込めるが，道東向けの系統開発にお

いては交配組合せを工夫する必要がある．ヨーロッ

パにおける試験では，スウェーデンとデンマーク

における越冬後生存率は北海道原産のススキが 95-

99 % であったが，岐阜県長良川原産のオギは 33-

50 % であった（Clifton-Brown et al. 2001）． 札幌では，

本州や四国で収集したオギ遺伝資源はすべて越冬

可能であったが，冬季の気象条件の厳しい道東で

は越冬性が劣る可能性があるため，越冬性の優れ

る遺伝資源を道東向け系統の交配親として選択す

る必要がある．北農研において北海道原産のオギ

を母材として育成した三倍体雑種系統と「Illinois」

を道東の根室市納沙布付近（2 月の日最低気温の

平均：-7.1 ℃および日最低気温の極値：-15.4 oC，

2019 年，気象庁アメダスデータ）で試作したとこ

ろ，育成系統は 100 % 越冬したのに対して，「Illinois」

の越冬後生存率は 12 % であった（眞田ら 未発表）．

このように，北海道原産のオギを交配親として利

用することにより，道東でも生存可能な三倍体雑

種が作出できることが明らかとなっている．一方，

温暖地原産で生産力に優れるオギの交配親として

利用する場合は，越冬性に優れるススキを交配親

として選定する必要がある．ススキでは，日本，

韓国および中国の集団を用いたゲノム解析により，

越冬性に関する QTL（量的形質遺伝子座）が特定

されており（Dong et al. 2019a），越冬性に優れるス

スキを交配材料として DNA マーカーを利用した越

冬性選抜も今後可能となってくる．以上のように，

道東向けの三倍体雑種系統の開発のためには，各

遺伝資源の越冬関連形質を評価し，越冬性および

バイオマス生産力に優れるオギまたはススキを交
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配組合せとして利用することが重要である．

　ジャイアントミスカンサス等ススキ属の利点と

しては，バイオマス作物としての低投入で持続的

な利用が可能であることに加えて，土壌への炭素

貯留効果が大きいことが挙げられる．「2050 年脱

炭素社会」を実現するためには，再生可能エネル

ギーの利用による CO2 排出削減とともに，炭素貯

留による CO2 削減効果を高める必要がある．日本

の農地の炭素貯留量は 0.7 ～ 1.7 t/ha/ 年とされてい

るが（農林水産省 2012），ジャイアントミスカンサ

ス「Illinois」とススキの炭素貯留量は，札幌にお

ける 6 年間の栽培試験においてそれぞれ 1.96 ± 0.82

と 0.99 ± 0.21 t/ha/ 年であることが報告されている

（Nakajima et al. 2018）．ジャイアントミスカンサス

および新規三倍体雑種を北海道内の荒廃農地等で

栽培することにより，カーボンニュートラルへの

貢献が見込めることから，今後はこれまでに開発

した系統の普及と利用への取り組みを進める必要

がある．農研機構は，北農研，東北農業研究センター

および九州沖縄農業研究センターを合わせて，北

海道から九州まで各地域のオギ遺伝資源を今回の

探索収集を含めて 354 点収集した．そのため，オ

ギ遺伝資源の探索収集は今回をもって終了し，今

後は収集した遺伝資源のバイオマス特性を解明し，

新たな育種素材の開発を進める方針である．
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JP
番号

収集
番号

系統名 収集日 採取組織 県名 収集地点 緯度 
（北緯）

経度
（東経）

標高
(m)

収集地帯
の地形

収集地点
の地形

生育 
環境

植生 土壌の
状況

草丈
(cm)

生育     
ステージ

群落の
大きさ

(m2)

特徴 1) 備考

273584 NARCH-
OGI-A1

姉川 2020/
11/9

栄養体　
および穂

滋賀県 米原市井ノ口 35.4001 136.3555 151 平坦地 平坦地 姉川
河畔

クズ，アワダチソウ，
オギ

湿潤 180 出穂 5 太茎 クズが繁茂している

273585 NARCH-
OGI-A2

大川 2020/
11/9

栄養体　
および穂

滋賀県 長浜市西浅井町
塩津浜

35.5182 136.1630 87 平坦地 平坦地 大川
河畔

クズ，つる性植物 湿潤 160 出穂 50 やや
太茎

河道内にあり，　　　　　   
付近に点在

273586 NARCH-
OGI-A3

高時川 2020/
11/9

栄養体　
および穂

滋賀県 長浜市木之本町
古橋

35.5037 136.2458 127 平坦地 平坦地 高時川
河畔

ヨシ，アワダチソウ 湿潤 200 出穂 20 太茎 河道沿いにあり，　　　　   
ヨシと混生

273587 NARCH-
OGI-A4

草野川 2020/
11/9

栄養体　
および穂

滋賀県 長浜市高山町 35.4876 136.3141 234 山間地 平坦地 草野川
河畔

ヨシ，つる性植物 湿潤 250 出穂 10 太茎 河道沿いに点在，　　　　   
倒伏している，砂

273588 NARCH-
OGI-A5

揖斐川 2020/
11/10

栄養体　
および穂

岐阜県 揖斐郡大野町　
公郷

35.4559 136.5976 25 平坦地 平坦地 揖斐川
河川敷

クズ，オギ 湿潤 180 出穂 100 やや
太茎

クズと混生，　                     
河畔林にあり，耕作地周辺

273589 NARCH-
OGI-A6

根尾川 2020/
11/10

栄養体　
および穂

岐阜県 本巣市海老 35.4475 136.6400 20 平坦地 平坦地 根尾川
河川敷

オギ，アワダチソウ，
つる性植物

湿潤 300 出穂 1000 太茎 大規模な群落，大型

273590 NARCH-
OGI-A7

武儀川 2020/
11/10

栄養体　
および穂

岐阜県 関市武芸川町　
跡部

35.5169 136.8544 48 平坦地 平坦地 武儀川
河川敷

オギ，ヨシ 湿潤 320 出穂 500 太茎 大規模な群落，大型，砂

273591 NARCH-
OGI-A8

長良川 2020/
11/10

栄養体　
および穂

岐阜県 美濃市生櫛 35.5224 136.8911 52 平坦地 平坦地 長良川
河川敷

アワダチソウ，クズ，
オギ

湿潤 200 出穂 20 やや
太茎

河畔林周辺に点在

273592 NARCH-
OGI-A9

木曽川 2020/
11/10

栄養体　
および穂

愛知県 丹羽郡扶桑町　
小淵西島

35.3755 136.8946 33 平坦地 平坦地 木曽川
河川敷

オギ，アワダチソウ，
クズ，オギ

湿潤 400 出穂少 200 太茎 河畔林周辺に点在，大型

273593 NARCH-
OGI-A10

付知川  2020/
11/10

栄養体　
および穂

岐阜県 中津川市付知町
安楽満

35.6439 137.4386 423 山間地 平坦地 付知川
河川敷

ススキ，ヨシ，オギ 湿潤 350 出穂 30 太茎 ススキ群落に混生，　　　   
刈払いあり

273594 NARCH-
OGI-A11

天竜川
（飯田）

2020/
11/11

栄養体　
および穂

長野県 飯田市座光寺 35.5203 137.8673 402 平坦地 平坦地 天竜川
河川敷

雑木，ヨシ，オギ 湿潤 350 出穂少 10 太茎 河畔林中に点在，粘土

273595 NARCH-
OGI-A12

天竜川
（駒ヶ根）

2020/
11/11

栄養体　
および穂

長野県 駒ヶ根市下平 35.7344 137.9681 566 平坦地 平坦地 天竜川
河川敷

オギ 湿潤 180 出穂 1000 細茎 オギが優占する大規模な群落

273596 NARCH-
OGI-A13

三峰川 2020/
11/11

栄養体お
よび穂　

長野県 伊那市高遠町　
下山田

35.8339 138.0387 711 丘陵地 平坦地 三峰川
河畔

クズ，オギ 湿潤 300 出穂 30 太茎 テトラポットの間に生育，  登
熟している

273597 NARCH-
OGI-A14

釜無川 2020/
11/11

栄養体　
および穂

山梨県 韮崎市水神 35.7118 138.4404 362 平坦地 平坦地 釜無川
河川敷

オギ，アワダチソウ 湿潤 300 出穂 1000 太茎 大規模な群落，大型

273598 NARCH-
OGI-A15

笛吹川 2020/
11/11

栄養体　
および穂

山梨県 笛吹市石和町　
小石和

35.6256 138.6211 259 平坦地 平坦地 笛吹川
河川敷

オギ，アワダチソウ，
灌木

湿潤 300 出穂 1000 太茎 オギ優占の大規模な群落

273599 NARCH-
OGI-A16

豊川 2020/
11/12

栄養体　
および穂

愛知県 豊川市三上町　
坂下

34.8213 137.4318 8 平坦地 平坦地 豊川河
川敷

オギ，アワダチソウ，
灌木

湿潤 300 出穂 1000 太茎 オギ優占の群落

273600 NARCH-
OGI-A17

矢作川 2020/
11/12

栄養体　
および穂

愛知県 豊田市落合町 35.1010 137.1720 34 平坦地 平坦地 矢作川
河畔

オギ，ヨシ 湿潤 250 出穂 100 太茎 倒伏，刈払いあり

273601 NARCH-
OGI-A18

内津川 2020/
11/12

栄養体　
および穂

愛知県 春日井市大留町 35.2539 137.0168 28 平坦地 平坦地 内津川
河畔

ヨシ，オギ 湿潤 250 出穂 10 太茎 倒伏

273602 NARCH-
OGI-A19

土岐川 2020/
11/12

栄養体　
および穂

岐阜県 土岐市土岐津町
土岐口

35.3553 137.1841 128 平坦地 平坦地 土岐川
河川敷

ヨシ，オギ 湿潤 200 出穂 10 太茎 草丈低い，付近に点在

Table 1. List of Miscanthus sacchariflorus collected in Aichi, Gifu, Nagano, Yamanashi and Shiga prefectures

表 1. 愛知県，岐阜県，長野県，山梨県および滋賀県におけるオギの収集リスト

1) 自生地での観察において，茎の直径が１cm 前後を太茎，5mm 前後を細茎とした．
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Photo 1. M. sacchariflorus collected from Maibara City, 
Shiga (Col. No. A1, Anegawa, altitude 151 m).
写真 1．滋賀県米原市で収集したオギ（収集番号 A1，姉川，
標高 151 m）．

Photo 2. M. sacchariflorus collected from Nagahama City, 
Shiga (Col. No. A2, Okawa, altitude 87 m).
写真 2．滋賀県長浜市で収集したオギ（収集番号 A2，大川，
標高 87 m）．

Photo 3. M. sacchariflorus collected from Nagahama City, 
Shiga (Col. No. A3, Takatokigawa, altitude 127 m).
写真 3．滋賀県長浜市で収集したオギ（収集番号 A3，高
時川，標高 127 m）．

Photo 4. M. sacchariflorus collected from Nagahama City, 
Shiga (Col. No. A4, Kusanogawa, altitude 234 m).
写真 4．滋賀県長浜市で収集したオギ（収集番号 A4，草
野川，標高 234 m）．

Photo 5. M. sacchariflorus collected from Ono Town, Gifu 
(Col. No. A5, Ibigawa, altitude 25 m).
写真 5．岐阜県大野町で収集したオギ（収集番号 A5，揖
斐川，標高 25 m）．

Photo 6. M. sacchariflorus collected from Motosu City, 
Gifu (Col. No. A6, Neogawa, altitude 20 m).
写真 6．岐阜県本巣市で収集したオギ（収集番号 A6，根
尾川，標高 20 m）．
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Photo 7. M. sacchariflorus collected from Seki City, Gifu 
(Col. No. A7, Mugigawa, altitude 48 m).
写真 7．岐阜県関市で収集したオギ（収集番号 A7，武儀川，
高 48 m）．

Photo 8. M. sacchariflorus collected from Mino City, Gifu 
(Col. No. A8, Nagaragawa, altitude 52 m).
写真 8．岐阜県美濃市で収集したオギ（収集番号 A8，長
良川，標高 52 m）．

Photo 9. M. sacchariflorus collected from Fuso Town, 
Aichi (Col. No. A9, Kisogawa, altitude 33 m).
写真 9．愛知県扶桑町で収集したオギ（収集番号 A9，木
曽川，標高 33 m）．

Photo 10. M. sacchariflorus collected from Nakatsugawa 
City, Gifu (Col. No. A10, Tsukechigawa, altitude 423 m).
写真 10．岐阜県中津川市で収集したオギ（収集番号 A10，
付知川，標高 423 m）．

Photo 11. M. sacchariflorus  collected from Iida City, 
Nagano (Col. No. A11, Tenryugawa (Iida), altitude 402 m).
写真 11．長野県飯田市で収集したオギ（収集番号 A11，
天竜川（飯田），標高 402 m）．

Photo 12. M. sacchariflorus collected from Komagane 
City, Nagano (Col. No. A12, Tenryugawa (Komagane), 
altitude 566 m).
写真 12．長野県駒ケ根市で収集したオギ（収集番号 A12，
天竜川（駒ヶ根），標高 566 m）．
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Photo 13. M. sacchariflorus  collected from Ina City, 
Nagano (Col. No. A13, Sanbugawa, altitude 711 m).
写真 13．長野県伊那市で収集したオギ（収集番号 A13，
三峰川，標高 711m）．

Photo 14. M. sacchariflorus collected from Nirasaki City, 
Yamanashi (Col. No. A14, Kamanashigawa, altitude 362 
m).
写真 14．山梨県韮崎市で収集したオギ（収集番号 A14，
釜無川，標高 362 m）．

Photo 15. M. sacchariflorus collected from Fuefuki City, 
Yamanashi (Col. No. A15, Fuefukigawa, altitude 259 m).
写真 15．山梨県笛吹市で収集したオギ（収集番号 A15，
笛吹川，標高 259 m）．

Photo 16. M. sacchariflorus collected from Toyokawa City, 
Aichi (Col. No. A16, Toyogawa, altitude 8 m).
写真 16．愛知県豊川市で収集したオギ（収集番号 A16，
豊川，標高 8 m）．

Photo 17. M. sacchariflorus collected from Toyota City, 
Aichi (Col. No. A17, Yahagigawa, altitude 34 m).
写真 17．愛知県豊田市で収集したオギ（収集番号 A17，
矢作川，標高 34 m）．

Photo 18. M. sacchariflorus collected from Kasugai City, 
Aichi (Col. No. A18, Uchitsugawa, altitude 28 m).
写真 18．愛知県春日井市で収集したオギ（収集番号
A18，内津川，標高 28 m）．
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Photo 19. M. sacchariflorus collected from Toki City, Gifu 
(Col. No. A19, Tokigawa, altitude 128 m).
写真 19．岐阜県土岐市で収集したオギ（収集番号 A19，
土岐川，標高 128 m）．




